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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第18期

第３四半期累計期間
第18期

第３四半期会計期間
第17期

会計期間
自 平成20年10月１日
至 平成21年６月30日

自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日

自 平成19年10月１日
至 平成20年９月30日

売上高　　　　　　　　　　　　（千円） 1,748,633 351,757 4,516,361

経常利益又は経常損失（△）　　（千円） △891,975 △369,794  　　　　　89,393

当期純利益

又は四半期純損失（△）　      （千円）
△967,279 △370,604 28,951

持分法を適用した場合の投資利益（千円）     -     -　 -

資本金                        （千円）- 504,000 504,000

発行済株式総数                （株） - 60,960 60,960

純資産額                      （千円） - 1,689,050 2,740,662

総資産額                      （千円） - 1,904,480 3,231,527

１株当たり純資産額            （円） - 28,745.87 45,731.06

１株当たり当期純利益　

又は四半期純損失（△）　      （円）
△16,380.40 △6,307.30 484.73

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額　　            （円）
- - 478.06

１株当たり配当額              （円） - - 1,000

自己資本比率                  （％） -     88.7 84.8

営業活動によるキャッシュ・フロー（千円） △639,926 - △53,896

投資活動によるキャッシュ・フロー（千円） △94,927 - △259,013

財務活動によるキャッシュ・フロー（千円） △84,362 - △211,407

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高　　　　　（千円）
- 490,372 1,309,589

従業員数　　　　　　　　　　　（人） -     323 351

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移

　　　　　　については記載しておりません。

　　　　２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期

　　　　　　純損失であるため記載しておりません。 
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２【事業の内容】

 　当第３四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 

 

 

 

３【関係会社の状況】

　該当事項はありません。 

 

 

 

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人）      323

　　（注）１．従業員数は就業人数であります。臨時従業員については、当第３四半期会計期間におけるその総数が従業

員数の100分の10未満であるため、記載を省略しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（１）生産実績

　当社の主たる業務は、Ｗｅｂによる求人情報提供サービス、人材紹介等の事業であり、いずれも製造会社のような

生産設備を保有しておりません。

　従って事業の性格上、生産能力及び生産実績の記載は行っておりません。

（２）受注状況

　生産実績と同様の理由により、記載を省略しております。

（３）販売実績

　当第３四半期会計期間の販売実績を事業の種類別に示すと、次のとおりであります。

事業の種類別の名称
当第３四半期会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

キャリア情報事業（千円）     252,457

 Ｗｅｂ求人広告売上高（千円）     227,601

 その他売上高（千円）     24,856

人材紹介事業（千円）     99,300

合計     351,757

　（注）　本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

     当第３四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　   また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　
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３【経営上の重要な契約等】

  当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

 

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

（１）業績の状況

　　

　　当第３四半期会計期間（平成21年４月１日～平成21年６月30日）におけるわが国経済は、昨年から続く景気後退

　の影響を受け、企業業績は引き続き悪化しております。一部の企業では改善の兆候も見受けられますが、雇用情勢

　は依然として厳しい状況が続いており、平成21年６月の全国における有効求人倍率は0.43倍と過去最低の水準にま

　で落ち込んでおります。そのため、当社を取り巻く経営環境は引き続き厳しい状況が続いております。

　　この結果、当第３四半期会計期間における売上高は、351,757千円、損益面につきましては経常損失369,794千

　円、四半期純損失370,604千円となりました。

　

＜事業の部門別ごとの業績＞

　事業の部門別ごとの業績は次のとおりであります。

 

①キャリア情報事業

　　

　　当第３四半期会計期間におきましては、求人企業における採用計画の策定が引き続き困難な状況にあり、採用時

　期を延期、もしくは凍結する動きが強まっています。当社の強みである「エンジニア」マーケットにおいてもその

　傾向が強く、取引社数の減少や１社当たりの取引単価が下落しています。

　　しかしながら、当社転職サイト「＠type」においては、業界トップクラスの月間100万人を超える訪問者数の獲

　得を実現しており、会員獲得状況も好調であります。また、求人広告掲載企業１社当たりの応募効果は高く、当第

　２四半期から販売を開始した成果報酬型の取引社数は増加しております。また、「女性」マーケットにおいては、

　恒常的に採用ニーズが高い「介護」マーケットの開拓を進め、５月のサイトオープン時には約2000職種の掲載を獲

　得し、順調なスタートを迎えることができております。また、「営業」マーケットにおいては、営業職のみなら

　ず、販売・サービス職の取り込みの強化も図っております。しかしながら、「女性」・「営業」マーケットの売上

　拡大のための施策による影響は、当第３四半期会計期間においてはまだ小さい状況であります。

　　以上の結果、当第３四半期会計期間におけるキャリア情報事業の売上高は252,457千円となりました。　

　

 　　②人材紹介事業　　

　　当社人材紹介事業は、ご登録頂いた求職者の方に最適な求人案件をご紹介する登録型人材紹介を運営しておりま

　す。

　　

　　当第３四半期会計期間におきましては、１件当たりの成約（取引）単価が求人広告モデルに比べて高く、求人企

　業の採用予算が縮小していることから、１件当たりの成約（取引）単価が下落する傾向にあります。また、求人案

　件数の下落が大きく、売上高は減少しております。

　しかしながら、求職（登録）者の獲得は広告宣伝費を抑制しているものの、対前年同期比150％以上で推移して

おります。また、新規の求人案件獲得のための営業活動を強化していることから、求人案件数の低減は改善してき

ております。

　　以上の結果、当第３四半期会計期間における人材紹介事業の売上高は99,300千円となりました。 

　

 （２）財政状態の分析

　　当第３四半期会計期間末の総資産は1,904,480千円となり、前事業年度末に比べ1,327,046千円減少いたし

　ました。

　　流動資産は817,727千円となり、前事業年度末に比べ1,761,308千円減少いたしました。主な減少要因につきま

　しては、現金及び預金が1,319,216千円減少したこと等によるものです。

　　固定資産は1,086,752千円となり、前事業年度末に比べ434,261千円増加いたしました。主な増加要因につきま

　しては、長期性預金が500,000千円増加したこと等によるものです。

　　当第３四半期会計期間末の負債合計は215,430千円となり、前事業年度末に比べ275,434千円減少いたしました。

　主な減少要因につきましては、流動負債における未払金が123,590千円減少したこと、賞与引当金が71,612千円

　減少したこと等によるものです。

　　当第３四半期会計期間末の純資産合計は1,689,050千円となり、前事業年度末に比べ1,051,612千円減少いたしま
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　した。主な減少要因につきましては、利益剰余金が1,027,209千円減少したこと等によるものです。 

 

 

 （３）キャッシュ・フローの状況

  　当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、358,913千円減少し、

　490,372千円となりました。これは、税引前四半期純損失があったこと等によるものであります。

 

　　当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　当第３四半期会計期間の営業活動により減少した資金は、350,405千円でありました。これは、税引前四半期純

    損失計上が369,794千円、売上債権の減少が37,655千円であったこと等によるものであります。 

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　当第３四半期会計期間の投資活動により減少した資金は、8,248千円でありました。これは、無形固定資産の取

    得による支出が5,566千円、保証金の差入による支出が1,545千円であったこと等によるものであります。 

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 　 当第３四半期会計期間の財務活動により減少した資金は、259千円でありました。これは、配当金の支払が

  　259千円あったことによるものであります。

 

 

 （４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。　　

 

 

 （５）研究開発活動

 　 該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　

 

  

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期会計期間において、前四半期会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて重要な変更はありません。 また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 206,400

計 206,400

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年６月30日）

　　　提出日現在
　　　発行数（株）
（平成21年８月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式     60,960     61,440
東京証券取引所

（市場第二部）
　　　（注）

計     60,960     61,440　 － －

（注）１．当社は単元株制度を採用しておりません。

　　　２．発行済株式は、すべて完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であ　り

ます。

   ３．「提出日現在発行数」欄には、平成21年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使によ

り発行された株式数は含まれておりません。

　 ４. 平成21年７月１日から平成21年７月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式数が480株増加し

ております。

　

（２）【新株予約権等の状況】

　平成13年改正商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりでありま

す。

①平成15年12月18日定時株主総会決議（平成16年４月８日取締役会決議）

 
第３四半期会計期間末現在
（平成21年６月30日）

新株予約権の数（個） 130

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）
1,040

（注）１,３,４,５,７

新株予約権の行使時の払込金額（円）
18,750

 （注）２,３,４,５

新株予約権の行使期間
平成17年12月19日から

平成22年12月18日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格 　18,750

資本組入額　9,375

 （注）２,３,４,５

新株予約権の行使の条件

新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時において当

社の役員、従業員の地位にあることを要する。ただし、当

社に対する過去の貢献に鑑み、取締役会が新株予約権の

継続保有を相当と認める場合にはこの限りではない。

（注）６

新株予約権の譲渡に関する事項 譲渡、質入その他の処分は認めない。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

 （注）１．株式の数は、当社が株式分割等により新規発行価額を下回る払込金額で新株を発行するときは、次の算式によ

り調整されます。

 調整後株式数　＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率

２．発行価額は、当社が株式分割等によりこの発行価額を下回る払込価額で新株を発行するときは、次の算式によ

り調整されます。
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 調整後払込金額　＝

既発行

株式数
×

調整前

発行価額
＋
新規発行

株式数 
×
１株当たり

払込価額

既発行株式数 ＋ 新規発行株式数

３．平成16年３月25日開催の取締役会決議により、平成16年４月12日最終の株主名簿に記載された株主の所有株式

数を、平成16年５月10日をもって１株を２株に分割しております。これに伴い、新株予約権の目的となる株式の

数は400株から800株に、新株予約権の行使時の払込金額は１株につき、150,000円から75,000円にそれぞれ調整

されております。

４．平成17年２月９日開催の取締役会決議により、平成17年３月31日最終の株主名簿に記載された株主の所有株式

数を、平成17年５月20日をもって１株を２株に分割しております。これに伴い、新株予約権の目的となる株式の

数は800株から1,600株に、新株予約権の行使時の払込金額は１株につき、75,000円から37,500円にそれぞれ調

整されております。

５．平成17年８月９日開催の取締役会決議により、平成17年９月30日最終の株主名簿に記載された株主の所有株式

数を、平成17年11月18日をもって１株を２株に分割しております。これに伴い、新株予約権の目的となる株式の

数は1,600株から3,200株に、新株予約権の行使時の払込金額は１株につき、37,500円から18,750円にそれぞれ

調整されております。

６．その他の権利行使条件は、当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約権割当契約書」に定めておりま

す。

７．新株予約権の目的となる株式の数は、行使及び退職等による権利を喪失した株数を控除した数のことでありま

す。

 

②平成17年12月20日定時株主総会決議（平成18年４月27日取締役会決議）

 
第３四半期会計期間末現在
（平成21年６月30日）

新株予約権の数（個） 267

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）  267（注）１

新株予約権の行使時の払込金額（円） 455,128（注）２

新株予約権の行使期間
平成19年12月21日から

平成24年12月20日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格 　 455,128

資本組入額　227,564

 （注）２

新株予約権の行使の条件

新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時において当

社の役員、従業員の地位にあることを要する。ただし、当

社に対する過去の貢献に鑑み、取締役会が新株予約権の

継続保有を相当と認める場合にはこの限りではない。

（注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 譲渡、質入その他の処分は認めない。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

 

（注）１．株式の数は、当社が株式分割等により新規発行価額を下回る払込金額で新株を発行するときは、次の算式によ

り調整されます。

 調整後株式数　＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率

２．発行価額は、当社が株式分割等によりこの発行価額を下回る払込価額で新株を発行するときは、次の算式によ

り調整されます。

 調整後払込金額　＝

既発行

株式数
×

調整前

発行価額
＋
新規発行

株式数 
×
１株当たり

払込価額

既発行株式数 ＋ 新規発行株式数

３．その他の権利行使条件は、当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約権割当契約書」に定めておりま

す。 

  

（３）【ライツプランの内容】
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　該当事項はありません。 

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年４月１日～ 

平成21年６月30日
－ 60,960 － 504,000 － 706,647

　（注）平成21年７月１日から平成21年７月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が480株、資本

        金及び資本準備金がそれぞれ4,500千円増加しております。

　

　

　

（５）【大株主の状況】

 　　　　　　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動等は把握して

　　　　　　おりません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 （平成21年６月30日現在）

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

 無議決権株式             －             －             －

 議決権制限株式（自己株式等）             －             －             －

 議決権制限株式（その他）             －             －             －

 完全議決権株式（自己株式等）  普通株式      2,202            －   －

 完全議決権株式（その他）  普通株式     58,758            58,758   －

 単元未満株式             －             －             －

 発行済株式総数               60,960            －             －

 総株主の議決権             －             58,758             －

 

 

②【自己株式等】

 （平成21年６月30日現在）

所有者の氏名又は

名称
所有者の住所

自己名義所有株式

数（株）

他人名義所有株式

数（株）

所有株式数の合計

（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

株式会社キャリア

デザインセンター

東京都港区赤坂三

丁目21番20号
    2,202         －     2,202     3.61

計 －     2,202         －     2,202     3.61

 

 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
10月

11月 12月
平成21年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 

最高（円） 24,57022,00024,50020,480   19,530   13,500   15,990   17,620 18,100

最低（円） 14,60013,20017,70016,55011,20010,020 11,540   13,200   14,200

（注） 最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、第１四半期累計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）から、「財務諸表等の用語、様式及び作

成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第６条第１項５号の

ただし書きにより、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期会計期間（平成21年４月１日から平成21

年６月30日まで）及び当第３四半期累計期間（平成20年10月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

 　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 490,372 1,809,589

受取手形及び売掛金 124,547 432,605

仕掛品 2,685 34,782

繰延税金資産 － 29,930

その他 200,927 274,902

貸倒引当金 △805 △2,774

流動資産合計 817,727 2,579,036

固定資産

有形固定資産 ※1
 118,372

※1 
140,677

無形固定資産

ソフトウエア 289,120 304,815

その他 30,433 45,280

無形固定資産合計 319,554 350,096

投資その他の資産

長期性預金 500,000 －

その他 148,825 161,717

投資その他の資産合計 ※2
 648,825

※2 
161,717

固定資産合計 1,086,752 652,491

資産合計 1,904,480 3,231,527

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,895 59,222

未払金 88,781 212,371

未払法人税等 606 5,711

賞与引当金 － 71,612

その他 92,534 121,105

流動負債合計 188,818 470,022

固定負債

退職給付引当金 26,612 20,842

固定負債合計 26,612 20,842

負債合計 215,430 490,865

純資産の部

株主資本

資本金 504,000 504,000

資本剰余金 775,953 775,953

利益剰余金 504,694 1,531,904

自己株式 △95,598 △71,195

株主資本合計 1,689,050 2,740,662

純資産合計 1,689,050 2,740,662

負債純資産合計 1,904,480 3,231,527
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 1,748,633

売上原価 641,387

売上総利益 1,107,246

販売費及び一般管理費 ※
 2,016,536

営業損失（△） △909,289

営業外収益

受取利息 2,662

解約手数料 9,060

還付加算金 5,233

その他 593

営業外収益合計 17,549

営業外費用

為替差損 0

支払手数料 235

営業外費用合計 235

経常損失（△） △891,975

特別損失

固定資産除却損 27,500

特別損失合計 27,500

税引前四半期純損失（△） △919,475

法人税、住民税及び事業税 2,430

法人税等調整額 45,373

法人税等合計 47,803

四半期純損失（△） △967,279
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期会計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 351,757

売上原価 150,901

売上総利益 200,856

販売費及び一般管理費 ※
 573,092

営業損失（△） △372,236

営業外収益

受取利息 602

解約手数料 1,810

その他 29

営業外収益合計 2,442

経常損失（△） △369,794

税引前四半期純損失（△） △369,794

法人税、住民税及び事業税 810

法人税等合計 810

四半期純損失（△） △370,604
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △919,475

減価償却費 94,226

貸倒引当金の減少額 △2,727

賞与引当金の減少額 △71,612

退職給付引当金の増加額 5,770

受取利息 △2,662

固定資産除却損 27,500

売上債権の減少額 308,830

たな卸資産の減少額 34,562

仕入債務の減少額 △52,326

未払消費税等の減少額 △10,342

未払金の減少額 △102,147

前払費用の増加額 △109,264

その他 8,121

小計 △791,550

利息の受取額 4,065

法人税等の還付額 155,830

法人税等の支払額 △8,272

営業活動によるキャッシュ・フロー △639,926

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △500,000

定期預金の払戻による収入 500,000

有形固定資産の取得による支出 △4,577

無形固定資産の取得による支出 △86,267

差入保証金の差入による支出 △1,545

その他 △2,538

投資活動によるキャッシュ・フロー △94,927

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △24,403

配当金の支払額 △59,959

財務活動によるキャッシュ・フロー △84,362

現金及び現金同等物の減少額 △819,216

現金及び現金同等物の期首残高 1,309,589

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 490,372

EDINET提出書類

株式会社キャリアデザインセンター(E05419)

四半期報告書

16/23



【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年６月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

（１）　たな卸資産の評価基準及び評価方法の

変更

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、個別法による原価法に

よっておりましたが、第１四半期会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基

準」（企業会計基準第９号平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、個別法

による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの

方法）により算定しております。

　この変更に伴う当第３四半期累計期間の損益への影響はありません。 

 （２）　リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る会

計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準

第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改

正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会会計制度委員会）、平成19年

３月30日改正））が平成20年４月１日以後開始する事業年度に係る四半期財務

諸表から適用することができることになったことに伴い、第１四半期会計期間か

らこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっておりま

す。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却

の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採

用しております。

　この変更に伴う当第３四半期累計期間の損益への影響はありません。

　なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース

取引については、通常の賃貸借取引に準じた会計処理を引き続き採用しておりま

す。 

 

【簡便な会計処理】

　    当第３四半期累計期間（自　平成20年10月１日　至　平成21年６月30日）　

        該当事項はありません。 

 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

      当第３四半期累計期間（自　平成20年10月１日　至　平成21年６月30日） 

        該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成21年６月30日）

前事業年度末
（平成20年９月30日）

 ※１　有形固定資産の減価償却累計額は、136,864千円であ

ります。

 

 ※１　有形固定資産の減価償却累計額は、112,025千円であ

ります。

 

 ※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額  ※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産  △6,586千円 投資その他の資産 △7,345千円

 

（四半期損益計算書関係）

当第３四半期累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年６月30日）

 ※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

役員報酬 108,480千円

給与手当 708,627千円

退職給付費用 6,020千円

広告宣伝費 542,349千円

販売促進費 100,850千円

減価償却費 24,868千円

 

当第３四半期会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

 ※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

役員報酬 29,115千円

給与手当 250,643千円

退職給付費用 887千円

広告宣伝費 125,111千円

販売促進費 9,955千円

減価償却費 8,320千円

賞与引当金繰入額 △10,000千円

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

　表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成21年６月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 490,372

現金及び現金同等物 490,372
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（株主資本等関係）

当第３四半期会計期間末（平成21年６月30日）及び当第３四半期累計期間（自　平成20年10月１日　至　平成21年

６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

  普通株式　　　　　　　　　　　　　60,960株

   

２．自己株式の種類及び株式数

  普通株式　　　　　　　　　　　　　 2,202株

  

３．新株予約権等に関する事項

  該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

 

（決議）
株式の種類

配当金の総額

（千円） 

 １株当たり

配当額

（円）

基準日  効力発生日  配当の原資

 平成20年12月18日

定時株主総会
 普通株式  59,930 1,000 平成20年９月30日 平成20年12月19日 利益剰余金

 

  

 

（有価証券関係）

　該当事項はありません。

 

 

 

 

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

 

 

 

 

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

 

 

 

 

（ストック・オプション等関係）

 　　   該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社キャリアデザインセンター(E05419)

四半期報告書

19/23



（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成21年６月30日）

前事業年度末
（平成20年９月30日）

１株当たり純資産額 28,745.87円 １株当たり純資産額 45,731.06円

２．１株当たり四半期純損失金額

当第３四半期累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年６月30日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 △16,380.40円

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損

失であるため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 △6,307.30円

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損

失であるため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年６月30日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 　     

四半期純損失（千円） △967,279 △370,604

普通株主に帰属しない金額（千円） - -

普通株式に係る四半期純損失（千円） △967,279 △370,604

期中平均株式数（株） 59,051 58,758

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

― 

                     

― 
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（重要な後発事象）

　当第３四半期会計期間

　（自　平成21年４月１日

　　  至　平成21年６月30日）　

１．多額な資金の借入　

  （１）当社は平成21年７月14日開催の取締役会に基づき次のとおり、

　　　資金の借入を実行しております。　

       ① 借入金の使途　運転資金

       ② 借入先の名称　株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行

       ③ 借入金額　　　金200,000千円　

       ④ 借入利率　　　1.475％

       ⑤ 借入実施時期　平成21年７月15日

       ⑥ 借入返済期日　平成22年７月15日

　　　 ⑦ 返済条件　　　１ヶ月ごとの分割返済　

　　　 ⑧ 担保提供資産または保証内容　　該当事項なし　

　

  （２）当社は平成21年７月14日開催の取締役会において金融機関と当

　　　座貸越契約を締結することを決議し、次のとおり、資金の借入を　

　　　実行しております。

       ① 借入金の使途　運転資金

       ② 借入先の名称　株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行

       ③ 借入金額　　　金200,000千円

       ④ 借入利率　　　1.475％

　　　 ⑤ 借入実施時期　平成21年７月15日　

       ⑥ 借入返済期日　平成21年10月15日　　

　　　 ⑦ 返済条件　　　借入返済期日にて一括返済

　　　 ⑧ 担保提供資産または保証内容　　定期預金　金200,000千円

　

　（３）当社は平成21年７月30日開催の取締役会に基づき次のとおり、

　　　資金の借入を実行しております。

　　　 ① 借入金の使途　運転資金

       ② 借入金の名称　株式会社商工組合中央金庫

　　　 ③ 借入金額　　　金100,000千円

　　　 ④ 借入利率　　　2.40％

　　　 ⑤ 借入実施時期　平成21年７月31日　

　　　 ⑥ 借入返済期日　平成22年６月30日

　　　 ⑦ 返済条件　　　借入返済期日にて一括返済

　　　 ⑧ 担保提供資産または保証内容　 該当事項なし

　

  

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月13日

株式会社キャリアデザインセンター

取　締　役　会　　御　中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 菅　原　　隆　志　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大　金　　陽　和　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社キャリアデ

ザインセンターの平成20年10月１日から平成21年９月30日までの第18期事業年度の第３四半期会計期間（平成21年４月１

日から平成21年６月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成20年10月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期財

務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを

行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社キャリアデザインセンターの平成21年６月30日現在の財政状態、同日を

もって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フロー

の状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社

 　           （四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

          ２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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